獣医師の死亡等の届出における獣医師の確認について（記入上の注意事項）
　獣医師が死亡したときは、戸籍法で規定される届出義務者が、その日から３０日以内に免許証を添えて農林水産大臣に届け出ることとなっています。（獣医師法施行規則第５条）
　つきましては、次の参考様式に御記入の上、下記送付先まで簡易書留郵便等配達証明が可能な方法で提出願います。
送付していただく書類
　１　獣医師死亡等届（御記入願います。）

　２　獣医師免許証
　３　死亡等届遅延理由書（３０日以上経過した場合に提出願います。）
　４　獣医師免許証紛失届（獣医師免許証が不明の場合に提出願います。）
　５　当該獣医師の身分証明書（獣医師免許証が不明の場合に提出願います。）
　　　戸籍抄本等の公的な書類で、本籍地、氏名、生年月日が確認できる書類の写しを同封願います。
                           （問い合わせ先及び送付先）
〒１００－８９５０
東京都千代田区霞が関１－２－１
　　　　　　　　　　　　　農林水産省消費・安全局
畜水産安全管理課獣医事班
ＴＥＬ：０３（３５０２）８１１１　内線４５３０
　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：０３（３５０１）２６８５

獣医師死亡等届
　　年　　月　　日
　　農林水産大臣　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出者住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　印
　獣医師法施行規則第５条の規定に基づき下記の者が 死亡 しましたので届け出ます。
記
	 獣医師免許登録番号
	

	 獣医師免許登録年月日
	

	 本籍
	

	 獣医師氏名
	

	 生年月日
	

	 死亡等年月日
	

	 届出続柄

	


遅延理由書
　　　　　　　　　は、去る　　年　　月　　日に　死亡　いたしました。
　獣医師の死亡等は、獣医師法施行規則第５条の規定により３０日以内に届出なければなりませんが、獣医師法を十分理解していなかったため届出が現在まで遅延してしまいましたので、よろしくお取り計らい下さいますようお願い致します。
　　年　　月　　日
　農林水産大臣　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出者住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　印
獣医師免許証紛失届
　　年　　月　　日
　　農林水産大臣　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出者住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　印
　獣医師法施行規則第５条の規定に基づき返納すべき獣医師免許証を紛失しましたので、届け出ます。
　なお、獣医師免許証が見つかりましたら、直ちに返納致します。
記
	 獣医師免許登録番号
	

	 獣医師免許登録年月日
	

	 本籍
	

	 獣医師氏名
	

	 生年月日
	

	 死亡等年月日
	

	 届出続柄

	


（関係法令）
○獣医師法（昭和二十四年法律第百八十六号）（抄）
（免許の取消し及び業務の停止）
第八条　獣医師が第四条各号の一に該当するとき、又は獣医師から申請があつたときは、農林水産大臣は、その免許を取り消さなければならない。
２～７　（略）
○獣医師法施行規則（昭和二十四年農林省令第九十三号）（抄）
（免許の取消の申請）
第四条　法第八条第一項の規定により免許の取消を受けようとする獣医師は、免許証を添えて農林水産大臣に申請しなければならない。
（死亡等の届出）
第五条　獣医師が失踪の宣告を受け、又は死亡したときは、戸籍法（昭和二十二年法律第二百二十四号）第八十七条又は同法第九十四条において準用する同法第六十三条の規定による届出義務者は、その日から三十日以内に免許証を添えてその旨を農林水産大臣に届け出なければならない。
（獣医師名簿の抹消）
第六条　前条の届出があつたとき、又は法第八条第一項又は第二項の規定により免許の取消をしたときは、農林水産大臣は、その事由及び年月日を記載してその者の登録事項を抹消する。
○戸籍法（昭和二十二年十二月二十二日法律第二百二十四号）（抄）
第四章　届出
  第三節　認知 
第六十三条　認知の裁判が確定したときは、訴を提起した者は、裁判が確定した日から十日以内に、裁判の謄本を添附して、その旨を届け出なければならない。その届書には、裁判が確定した日を記載しなければならない。 
２　訴えを提起した者が前項の規定による届出をしないときは、その相手方は、裁判の謄本を添付して、認知の裁判が確定した旨を届け出ることができる。この場合には、同項後段の規定を準用する。
　第九節　死亡及び失踪 
第八十七条　左の者は、その順序に従つて、死亡の届出をしなければならない。但し、順序にかかわらず届出をすることができる。
　　第一　同居の親族
　　第二　その他の同居者
　　第三　家主、地主又は家屋若しくは土地の管理人 
２　死亡の届出は、同居の親族以外の親族、後見人、保佐人、補助人及び任意後見人も、これをすることができる。 
第九十四条　第六十三条第一項の規定は、失踪宣告又は失踪宣告取消の裁判が確定した場合においてその裁判を請求した者にこれを準用する。この場合には、失踪宣告の届書に民法第三十一条の規定によつて死亡したとみなされる日をも記載しなければならない。 
○民法（明治二十九年四月二十七日法律第八十九号）（抄）
第二章　人 
  第四節　不在者の財産の管理及び失踪の宣告 
（失踪の宣告の効力） 
第三十一条　前条第一項の規定により失踪の宣告を受けた者は同項の期間が満了した時に、同条第二項の規定により失踪の宣告を受けた者はその危難が去った時に、死亡したものとみなす。 
通常は、１　２　のみです。








